
質  問  回  答  書  １ 

提出日：令和７年６月３日 

発注 機関 名 長野県建設技術センター 公  告  日 令和７年５月２８日 

業 務 名 

業務 箇所 名 

令和7年度橋梁定期点検業務（その2） 

長野市、山ノ内町、木島平村、飯綱町、栄村 

質 問 内 容  

公告文 別添1 総合評価の落札者決定基準（評価項目及び配点） 

  

技術提案の項目中 「業務の特性に応じた課題に関する事項」―「業務効率化 

等に関する提案」について 

  

質問１ 

  

・一般的に新技術については、契約後発注者と協議の上採用の可否について決 

定することとなっていますが、この技術提案の中で提案した新技術は業務内で 

の実施が必須ということになるのでしょうか。  

 

質問２  

 

・複数の新技術を組み合わせて取り組むものは提案数が一つと考えるのでしょ 

うか。あるいは一つの新技術につき一提案と考えるのでしょうか。 

 

回    答 

 

 

質問１について 

 

 「新技術」については、契約後の受発注者協議において採用が決定されま

す。今回の技術提案は、その協議の際に受注者側から提示可能な「新技術」を

求めるものです。 

 

 

質問２について 

 

 原則として一つの新技術につき１提案としますが、例えば同種の橋梁におい

て、複数の技術を組み合わせることで効果が発揮されるものについては１提案

として構いません。 

 


